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紹
　
介

堤
和
博
著
『
蜻
蛉
日
記
上
巻
前
半
部
研
究
』

篠　

原　

美　

夏

本
書
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
前
半
部
に
お
け
る
地
の
文
・
和
歌
の
詳
細
な

読
解
を
行
う
十
五
編
の
論
考
を
収
載
す
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
は
、
応
和
二
（
九

六
二
）
年
春
ま
で
の
約
三
年
半
の
記
事
を
欠
く
が
、
そ
れ
よ
り
も
前
の
部
分

を
本
書
で
は
「
蜻
蛉
日
記
上
巻
前
半
部
」
と
し
て
い
る
。
以
下
、
本
書
の
論

考
部
分
の
構
成
を
目
次
に
よ
っ
て
示
す
。

第
一
章　

兼
家
か
ら
の
求
婚
場
面
、「
序
段
」（
12
番
歌
）

第
一
節　

上
巻
前
半
部
の
「
序
段
」
と
し
て
の
兼
家
か
ら
の
求
婚
場
面

第
一
節　

補

第
二
節　

兼
家
か
ら
の
求
婚
歌
到
来
の
場
面

　
　
　
　
　
　

―
上
巻
前
半
部
の
「
序
段
」
と
し
て
の
役
割
・
追
考
―

第
三
節　

上
巻
の
兼
家
か
ら
の
求
婚
と
『
う
つ
ほ
物
語
』
あ
て
宮
求
婚
譚

　
　
　
　
　
　

―
付
・『
蜻
蛉
日
記
』
下
巻
の
遠
度
か
ら
の
求
婚
―

第
二
章　
「
返
し
、
い
ろ
古
め
き
た
り
」
考
（
19 

20
番
歌
）

　
　
　
　
　
　

―
道
綱
母
と
兼
家
の
贈
答
歌
の
問
題
を
中
心
に
―

第
三
章 

兼
家
の
嘘
の
言
い
訳
を
求
め
る
道
綱
母
の
歌
語
り
享
受

　
　
　
　
　
　

―
道
綱
母
対
町
の
小
路
の
女
と
恵
子
女
王
対
好
古
女
―

第
四
章　

桃
の
節
供
の
翌
日
の
贈
答
歌
の
場
面
（
29
～
31
番
歌
）

第
一
節　

桃
の
節
供
の
折
を
逸
し
た
贈
答
歌

第
二
節　

桃
の
節
供
の
日
と
そ
の
翌
日
の
場
面

第
五
章　

道
綱
母
と
時
姫
の
二
組
の
贈
答
歌
（
34 

35
番
歌
、
41 

42
番
歌
）

　
　
　
　
　
　

―
町
の
小
路
の
女
の
存
在
と
関
わ
っ
て
―

第
六
章　

離
婚
状
態
に
な
っ
た
時
の
道
綱
母
の
歌
（
40
番
歌
）

　
　
　
　
　
　

―
「
矢
と
い
ふ
に
こ
そ
」
詠
を
め
ぐ
っ
て
―

第
七
章　

離
婚
状
態
を
脱
し
た
時
の
贈
答
歌
（
43
～
45
番
歌
）

　
　
　
　
　
　

―
浜
千
鳥
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
る
考
察
―

第
八
章　

46
～
48
番
の
贈
答
歌
の
場
面
を
中
心
と
し
た
考
察

　
　
　
　
　
　

―
道
綱
母
に
と
っ
て
の
和
歌
、
兼
家
と
の
贈
答
歌
―

第
九
章　

49
～
52
番
の
二
組
の
贈
答
歌
の
場
面
を
中
心
と
し
た
考
察

　
　
　
　
　
　

―
道
綱
母
に
と
っ
て
の
和
歌
か
ら
実
際
面
を
探
る
―

第
十
章　

�「
さ
夜
ふ
け
て
か
く
や
し
ぐ
れ
の
ふ
り
は
出
づ
」
兼
家
に
対
す
る

道
綱
母
―
57
番
歌
の
場
面
―

第
十
一
章　
「
若
き
御
心
（
心
地
）
に
」
考 

―
上
巻
の
侍
女
の
言
動
―

第
十
二
章　

�

道
綱
母
と
兼
家
の
長
歌
贈
答
を
め
ぐ
る
考
察
（
58
～
64
番
歌
）

い
ず
れ
も
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
が
基

と
な
っ
て
お
り
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
展
開
に
沿
う
よ
う
に
再
構
成
さ
れ
て
い

る
。
旧
稿
か
ら
大
き
な
変
更
は
ほ
ぼ
加
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
旧
稿
発
表
後

に
公
表
さ
れ
た
論
文
に
対
す
る
意
見
を
含
む
付
記
が
加
え
ら
れ
た
章
も
あ
る
。

ま
た
、
新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
「
緒
言
」「
結
言
」
に
お
い
て
は
、
本
書
全

体
を
貫
く
読
み
の
方
針
や
結
論
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
本
書
の
目

指
す
方
向
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
著
者
・
堤
和
博
氏
は
二
〇
〇
九
年

に
『
和
歌
を
力
に
生
き
る
―
道
綱
母
と
蜻
蛉
日
記
―
』（
新
典
社
）
を
刊
行
し

56



て
お
り
、
本
書
は
、
時
に
は
そ
の
考
え
を
改
め
な
が
ら
、
考
察
を
さ
ら
に
深

め
た
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
前
半
部
を
以
下
の
四
つ
の
場
面
に
区
分

け
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
（
二
六
七
頁
）。

Ⓐ
＝
兼
家
の
求
婚
か
ら
結
婚
成
立
時
の
後
朝
ま
で

Ⓑ
＝
町
の
小
路
の
女
の
存
在
発
覚
ま
で
の
新
婚
期

Ⓒ
＝
町
の
小
路
の
女
の
存
在
発
覚
以
降

Ⓓ
＝
町
の
小
路
の
女
が
兼
家
の
寵
を
失
っ
て
以
降

本
書
に
お
い
て
、
Ⓐ
に
あ
た
る
部
分
の
考
察
は
主
に
第
一
章
で
行
わ
れ
て

い
る
。
兼
家
の
求
婚
方
法
に
つ
い
て
、
他
文
献
と
の
比
較
も
交
え
な
が
ら
分

析
し
、
道
綱
母
の
理
想
や
期
待
か
ら
は
外
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

た
。
ま
た
、
道
綱
母
の
和
歌
へ
の
拘
り
に
も
言
及
し
て
い
る
。

Ⓑ
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
返
し
、
い
と
古
め
き
た
り
」
と
い
う
道

綱
母
本
人
に
よ
る
評
言
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
第
二
章
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。

氏
は
「
自
己
卑
下
」
が
こ
の
部
分
に
の
み
存
在
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、
道
綱
母
の
返
歌
に
お
け
る
「
切
り
返
し
」
の
緩
さ
と
い
う

新
た
な
観
点
を
提
示
し
た
。
加
え
て
、
Ⓒ
以
降
の
兼
家
と
の
関
係
性
悪
化
に

繋
が
る
流
れ
も
指
摘
し
た
。

Ⓒ
の
「
町
の
小
路
の
女
の
存
在
発
覚
以
降
」
の
期
間
に
お
け
る
記
事
に
関

し
て
は
本
書
の
様
々
な
章
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
第
三
章
か
ら
第
七
章
で

中
心
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
氏
は
道
綱
母
と
兼
家
の
関
係
性
の
変
化

を
捉
え
直
し
、道
綱
母
の
感
情
の
変
化
を
丁
寧
に
追
っ
た
。
第
七
章
で
は
、記

事
構
成
に
つ
い
て
、
道
綱
母
の
詠
歌
と
兼
家
と
の
贈
答
歌
を
中
心
に
整
理
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ⓒ
の
時
期
に
兼
家
へ
の
贈
歌
が
減
っ
て
い
る
こ

と
が
視
覚
的
に
も
確
認
で
き
る
。

Ⓓ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
区
分
の
議
論
や
結
論
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
主
に
第
八
章
か
ら
第
十
二
章
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
第
十
二
章
で
は

『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
前
半
部
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
言
え
る
長
歌
の
贈
答

に
関
し
て
論
じ
、
上
巻
の
記
事
の
空
白
期
間
が
生
じ
た
要
因
に
つ
い
て
も
言

及
し
て
い
る
。

氏
が
「
行
間
（
そ
れ
も
か
な
り
広
い
行
間
）
を
注
意
深
く
読
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
」（
二
五
六
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
蜻
蛉
日
記
』
に
は
記
さ
れ

な
か
っ
た
出
来
事
も
実
際
に
は
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
記
事

同
士
の
関
連
や
記
さ
れ
て
い
な
い
道
綱
母
の
感
情
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

読
み
解
く
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
加
え
て
、
道
綱
母
が
「
自
分
が
不
幸

に
見
え
る
面
を
強
調
し
、
幸
福
に
見
え
る
面
は
載
せ
な
い
執
筆
態
度
」（
三

六
九
頁
）
を
意
図
的
に
取
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
叙
述
面
と
実
際
の
道
綱
母

の
人
生
や
当
時
の
感
情
を
区
別
し
て
捉
え
る
必
要
性
を
も
提
起
し
た
。

こ
う
い
っ
た『
蜻
蛉
日
記
』の
読
解
に
お
け
る
困
難
の
中
で
、
氏
は
散
文
・

和
歌
の
一
言
一
句
に
気
を
配
り
、
膨
大
な
先
行
研
究
を
参
照
・
批
評
し
な
が

ら
、
矛
盾
の
な
い
読
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
複
雑
な
文
章
構
成
を
秩
序

立
て
て
整
理
し
、「
和
歌
を
力
に
生
き
」
た
道
綱
母
の
様
相
・
心
情
の
変
化
や

価
値
観
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
後
の
『
蜻
蛉
日
記
』
研
究
に
欠
か
せ
な
い
成

果
で
あ
ろ
う
。

（
新
典
社
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
四
二
八
頁
、
一
二
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
し
の
は
ら
・
み
か　

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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